
 

第３次狭山市教育基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表  

（所管課：教育指導課） 

整理番号 Ｌ－１ 

基本目標Ⅰ 確かな学力と時代の変化に対応する力の育成 

施策１ 確かな学力の育成 

施策の成果目標 

目標項目 
実績値 

（令和元年度） 

令和４年度末数値 

(小６及び中３) 

目標値 

(令和７年度) 

埼玉県学

力・学習状

況調査の

平均正答

率 

科目 
小学校 中学校 

狭 山市 埼玉県 狭 山市 埼玉県 

国語 55.5 56.9 58.4 58.7 

算数 66.1 66.6 ― ― 

数学 ― ― 59.6 59.3 

英語 ― ― 56.6 56.1 

 

科目 
小学校 中学校 

狭 山市 埼玉県 狭 山市 埼玉県 

国語 63.1 63.8 55.1 56.3 

算数 59.2 59.8 ― ― 

数学 ― ― 57.0 57.1 

英語 ― ― 52.8 55.9 

 

全科目で県

平均正答率

を上回る 

（令和４年度までの取り組み） 

・ 県及び市教育委員会主催の各種研修への参加及び学校研究、学校指導訪問等によって、

教員の授業力の向上を図った。 

・ 学力向上に向けて、学力向上ストラテジープランを各学校において策定し、目標達成に

向けてＰＤＣＡサイクルにより進行を管理した。 

・ 学校指導訪問において、令和元年度に改訂した狭山市学力向上茶レンジ・プランに基づ

いた授業を指導することにより教師の授業力の向上を図る。 

（目標値に対する達成状況） 

・ 小中学校共に目標値よりやや低い水準にとどまった。 

（今後の取り組み予定等） 

・ 学校指導訪問において、狭山市学力向上茶レンジ・プランに基づいた授業を指導するこ

とを継続して取り組み、教師の授業力の向上を図る。（市の重点として、特に提言５と提

言６について全小中学校が取り組む。） 

・ 学力向上ストラテジープランに数値目標及び全国学調や県学調の自校の平均点等を掲載

させ、定量的評価によるＰＤＣＡサイクルの管理に一層努める。 

・ 全国及び県の学力調査問題及び結果を活用するとともに、指導力向上を図る研修会を実

施し、各校での結果を指導に生かす取組みを行う。 

・ 令和元年度に開始した小学４年生を対象に実施する算数の学習支援事業を行い、家庭（学

校外）における学習習慣を確立するとともに、基礎学力の定着・向上を図る。中学生には、

さらに長期休業中に集中講義を行う。 

・ 令和３年度より導入した 1 人 1 台端末を活用した学習について授業力向上研究委員会を

中心に研究し、学校での活用を推進する。 

・ 学力の伸びを大幅にＵＰさせた教員の指導技術を集め、全教職員に共有できるように図

っていく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育指導課） 

整理番号 Ｌ－２ 

基本目標Ⅰ 確かな学力と時代の変化に対応する力の育成 

施策１ 確かな学力の育成 

施策の成果目標 

目 標 項 目  
実績値 

（令和元年度） 

令和 4年度末数値 

 

目標値 

(令和７年度) 

全国学力･学習状況

調査において、学校

に行くのが楽しい

と答えた児童生徒

の割合  

 小学校 中学校 

狭山市 86.3 85.4 

埼玉県 86.9 84.5 

全国 85.4 82.9 
 

県、全国

平均値を

上回る 

（令和４年度までの取り組み） 

・望ましい人間関係を築く力を培うため、児童生徒のコミュニケーション能力の育成に取り組ん

だ。 

・いじめ防止のため、児童生徒の人権感覚を育成するとともに、いじめの未然防止、早期発見、

早期対応に向けた組織的な取り組みを行った。 

・学校の教育活動全体を通して、児童生徒に他人を思いやる心、善悪を判断する力や公共心を培

うための取り組みを実施した。   

（目標値に対する達成状況） 

・中学校では、目標値より高い水準になっている。 

（今後の取り組み予定等） 

・研修等の充実により教職員の指導力向上を図り、児童生徒が学習の成果を実感

できる授業の実践を推進する。 

・「特別の教科道徳」及び特別活動における指導を通して、道徳性や社会性を養

うと共に、集団の中で望ましい人間関係を築くことができる能力を育成する。 

・「学校生活充実支援委員会」を発足し、児童生徒が安心して生活できる環境や

支援方法について研究を推進する。 

・ＱＵテストや「人権感覚育成プログラム」を活用して、楽しい授業や学級づく

りへとつながるよう、推進する。  

小学校 中学校

狭山市 83.9 82.4

埼玉県 86.3 82.4

全国 85.8 81.9
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育センター） 

整理番号 Ｌ－３ 

基本目標Ⅰ 確かな学力と時代の変化に対応する力の育成 

施策２ 時代の変化に対応した教育の推進 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和４年度末数値 

目標値 

（令和 7年度） 

ＣＥＦＲ（セファール）のＡ

１相当レベル以上の英語力を

持った生徒の割合 

 

５５．０％ 

 

５３．８％ 

全国の目標値

５０．０％を上

回る 

（令和４年度までの取り組み） 

・民間学習塾と連携した中学生学習支援事業「さやまっ子・茶レンジスクール」の実施 

・英語検定料の公費負担（実用英語技能検定、中学３年生対象） 

・民間企業と連携した「オンライン英語検定対策講義」を実施 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

 令和元年度末に達成 

 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

・令和３年度までの取り組みに加え、令和４年度開始の民間企業と連携した「オンライン英

語検定対策講義」を実施し、中学卒業時のレベルである実用英語検定３級取得生徒を増や

していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育指導課） 

 整理番号 Ｌ－４ 

基本目標Ⅱ 豊かな心の育成と健康・体力の増進 

施策１ 豊かな心の育成 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

埼玉県学力･学習状況調査における

規律ある態度の定着度 
  全項目８０％以上 

（令和４年度までの取り組み）     

・児童生徒に基本的な生活習慣や  

学習習慣を身に付けさせ、規範  

意識を大切にし、社会生活の中  

で規律を守って行動できる態度  

の育成を図った。   

（目標値に対する達成状況） 

・各学年１２項目、小４～中３までの合 

計７２項目中、目標達成は５５項目で 

あり、達成率は７６．３％である。あ 

いさつについては、コロナ禍というこ 

ともあり、進んで行うことが難しい状 

況でもあった。 

（今後の取り組み予定等） 

・「特別の教科道徳」の研究を継続  

する。  

・規範意識を向上するため､家庭や  

地域へ学校の道徳授業などの情報  

発信につとめ､家庭教育への普及  

を図る。  

・あいさつについては、大きな声で  

元気よくというだけでなく、会釈  

やジェスチャーといった動作も身  

に付けられるようにしていく。  
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育指導課） 

整理番号 Ｌ－５ 

基本目標Ⅱ 豊かな心の育成と健康・体力の増進 

施策２ 生徒指導の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和４年度末数値※ 

目標値 

(令和７年度) 

いじめの解消率及び不登校児童

生徒の学校復帰率 

解消率８１．８％ 

学校復帰率１９．７％ 

解消率 ７４．６％ 

学校復帰率３０．０％ 

解消率１００％ 

学校復帰率３３．３％ 

（令和４年度までの取り組み） 

・すべての小中学校で、いじめを含む生活アンケート、Ｑ-Ｕテスト、二者相談等の実施により、アン

テナを高くし早期発見・早期対応がなされた。 

・各校で取り組んでいる道徳教育によって、道徳的心情や道徳的実践力が培われた。また、自己有用

感を高めるような活動が取り入れられた。学校では、いじめが疑わしい段階から認知できるよう、

組織的に対応し、迅速に解決に至る努力を行っている。しかし、平成２９年３月以降いじめ解消の

定義が変更されたため、いじめ解消率は若干低下しており、令和４年度は令和元年度（８１．８％）

より若干低下した。 

・不登校児童生徒及びその保護者との面談を、教育センター主任相談員を含む相談員６名により、継

続的・定期的に実施した。さらに、各学校のｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ及びさやまっ子相談支援員と教育センター

の学校課題解決支援員、相談員、適応指導教室指導員、スクールソーシャルワーカー、こども支援

課との連携を密にすることで、相談・指導・支援の充実を図り、学校への復帰を促した。 

（目標値に対する達成状況） 

・いじめの解消率は、目標値より低い水準にとどまった。 

・不登校児童生徒数の復帰率については、昨年度より少し改善された。 

（今後の取り組み予定等） 

・学校生活充実支援委員会での研究の成果を各学校に広め、学校での居場所づくり、絆づくり、復帰

支援の充実を図っていく。 

・今後も教育センター相談員、学校課題解決支援員、適応指導教室指導員、スクールソーシャルワー

カー、こども支援課と学校との連携強化により、相談・指導の充実を図っていく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：入間川学校給食センター） 

 

整理番号 Ｌ－６ 

基本目標Ⅱ 豊かな心の育成と健康・体力の増進 

施策３ 体力と健康の増進 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4 年度末数値 

目標値 

（令和 7 年度） 

 

 

不足しがちな栄養素

の充足率 

 小学校 中学校 

ｶﾙｼｳﾑ 101％ 94％ 

鉄 102％ 99％ 

ビタミンＣ 137％ 100％ 

食物繊維 86％ 86％ 

 

 小学校 中学校 

ｶﾙｼｳﾑ 99.3％ 92％ 

鉄 101％ 106％ 

ビタミンＣ 127％ 100％ 

食物繊維 98％ 97％ 

 

 

各種栄養素の

充 足 率 を

95 ％以上に

する 

（令和４年度までの取り組み） 

 中学校の不足しているカルシウムについては、７月９月の２か月の牛乳を２５０ｍｌで提

供し、シチューなどの献立には、脱脂粉乳などを入れカルシウムが摂れるような献立にした。

食物繊維については、大豆製品や切り干し大根などの乾物を多く献立に取り入れた。 

 

（目標値に対する達成状況） 

  不足しがちな栄養素については、国の摂取量基準が高いため、すべての栄養素での目標達

成には至らなかったが、献立等を工夫しおおむね達成できている。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

 達成に至らなかった栄養素を中心に、新しい献立の試作等を実施し、目標値を達成できる

献立作成に取り組む。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育指導課） 

整理番号 Ｌ－７ 

基本目標Ⅱ 豊かな心の育成と健康・体力の増進 

施策３ 体力と健康の増進 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4 年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

新体力テストの５段階総合評

価のうち上位３ランク（Ａ・

Ｂ・Ｃ）の児童生徒の割合 

（小学校）８１．８％ 

（中学校）８３．９％ 

（小学校）７８．３％

（中学校）７７．７％ 

県の目標を上回る 

小学校 80.0％ 

中学校 85.0％ 

（令和４年度までの取り組み） 

体力向上研究委員会が中心となり、新体力テストの結果分析と課題種目への取組、正し

い測定方法の研究、授業研究や幼稚園から小学校低学年を対象としたリズム体操の開発

及び幼稚園や小学校への普及、そして教員や保護者向けの広報活動等に取り組んだ。 

 

（目標値に対する達成状況） 

県の目標値は、小学校が８０％以上、中学校が８５％以上となっているため、小、中

学校ともに、低い水準にとどまった。 

 

（今後の取り組み予定等） 

総合評価において、小中学校男子の数値を向上させる。 

狭山市及び西部教育事務所管内の課題種目の「立ち幅跳び」「ボール投げ」において、

県平均値を上回る学年を増やす。 

幼稚園・小学校低学年から、いろいろな運動に慣れ親しめるようにすることや、学び

を実感できるような授業改善を行い、運動好きの児童生徒を増やし、体力向上につなげ

る。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育施設管理課） 

整理番号 Ｌ－８ 

基本目標Ⅲ 質が高く魅力ある教育環境の充実 

施策４ 学校施設の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

学校施設の長寿命化改修の実

施校数 
０校 ０校 １校 

（令和４年度までの取り組み） 

計画策定に係る所定の手続きを進め、令和３年８月に「狭山市学校施設長寿命化計画」

を策定した。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

  令和４年度においては、中央中学校及び入間野中学校の校舎の中規模修繕（屋上防水

改修並びに外壁改修ほか）に係る実施設計を行った。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

当長寿命化計画に基づき、小・中学校の規模と配置の適正化に即しながら、学校施設

の中長期的な維持管理コストの縮減や改修費用の平準化に努め、継続的な施設整備を行

うことで学校施設に求められる教育機能を確保していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育施設管理課） 

整理番号 Ｌ－９ 

基本目標Ⅲ 質が高く魅力ある教育環境の充実 

施策４ 学校施設の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

（令和 7年度） 

小中学校のトイレ環境整備の

達成割合 
４３．５％ １００％ １００％ 

（令和４年度までの取り組み） 

 快適な教育環境を確保するため、平成２９年度から小中学校のトイレの洋式化を計画的に

進め、令和３年度から中学校のトイレの洋式化に着手した。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

 令和４年度では、中学校４校分のトイレの洋式化を実施した。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

令和４年度のトイレ洋式化が完了したことにより、全小中学校２３校のトイレの洋式化が

完了した。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：教育センター） 

整理番号 Ｌ－１０ 

基本目標Ⅲ 質が高く魅力ある教育環境の充実 

施策４ 学校施設の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4 年度末数値 

目標値 

（令和 7 年度） 

児童生徒の情報端末の整備率 
小学校 8.9％ 

中学校 18.9% 

小学校 100％ 

中学校 100％ 

小学校 100％ 

中学校 100％ 

（令和４年度までの取り組み） 

 ＧＩＧＡスクール構想における国の補助事業を活用し、令和２年度末までに児童生徒の情

報端末整備を１００％完了した。 

 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

 令和２年度末に達成 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  教職員の技能スキルを向上させるため、外部講師による授業支援ソフトの校内研修（各

校年間２回）や、教育委員会主催の１人１台端末活用のための研修会等を実施する。 

  また、児童生徒が、授業や家庭に持ち帰って学習する際に、教科書で調べたり、先生や

友達に聞いたりするのと同じように、学習ツールの選択肢の一つとして１人１台端末の活

用を推進する。 

  カメラ機能を使った体育の授業における自身の動きの振り返りや、理科の実験を動画撮

影し、必要に応じて見返す学びの調整、自身の進度に合わせたデジタルドリルの活用など

を通して、個別最適化された学びを保証する。 

  さらに、クラウドを効果的に活用し、児童生徒の成果物を記録したり、児童生徒同士の

１人１台端末を使った交流や協働学習等を通して、情報モラル等を含む学習に必要な情報

活用能力を系統的、計画的に身に付けさせる。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１１ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和４年度末数値 

目標値 

（令和 7年度） 

生涯学習を月に一回以上行っ

ている市民の割合 
３１．０％ アンケート未実施     ４０．０％ 

（令和４年度までの取り組み） 

  子供から高齢者まで、また、障害の有無に関わらず、誰もが生涯学習に取り組めるよう、

インターネットや紙媒体を活用した生涯学習関連情報の提供や生涯学習に関する相談へ

の対応を行い、生涯学習の機会づくりを促進した。 

  また、学習成果を発表する場の充実や、生涯学習団体の活性化に向けた支援を行った。 

 

  

（目標値に対する達成状況） 

  令和４年度はアンケート調査を実施しておらず、達成状況の把握は難しいが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点から各種活動に制限があったことから、目標値の達成は

難しいものと推測される。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  生涯学習に関する情報の提供方法や内容の一層の充実に努めるほか、公民館や富士見集

会所などにおける地域ごとの特色を活かした事業を展開していくことにより生涯学習へ

の参加を促進していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課・中央公民館） 

整理番号 Ｌ－１２ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4 年度末数値 

目標値 

（令和７年度） 

生涯学習･社会教育に関する

事業への参加者数 
２１４，０９２人 １１５，４３０人 ２２３，０００人 

（令和４年度までの取り組み） 

生涯学習まちづくり出前講座、子ども大学、現代的課題等講座などで生涯学習・社会教

育に関する事業を実施した。 

また、集会所・公民館・博物館・図書館において生涯学習・社会教育に関する事業を実

施した。 

 

（目標値に対する達成状況） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、事業の中止や参加人数の制限を

行ったことにより、目標値の達成には至らなかった。 

  社会教育課     ２３，９６３人 

  富士見集会所     １，１２４人 

  公民館       ４８，５０７人 

  博物館       ３８，０６１人 

図書館        ３，７７５人（延べ人数） 

  合計       １１５，４３０人 

 

（今後の取り組み予定等） 

  今後も、各種講座の周知・ＰＲを積極的に行なうとともに、各施設における講座の充実

及び開催の確保に努め、市民と協働して事業を進めていく。 

  またオンラインによる講座及びイベントの実施については、引き続き工夫しながら実施

していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１３ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

人権教育に関する事業への参加

者数 
４，２３８人  ３，６７５人 ４，８００人 

（令和４年度までの取り組み） 

  同和問題をはじめとして、女性、子供、高齢者、障害のある人、外国人など、様々な

人権問題に対する理解を深め、人権尊重意識の高揚を図るため、小中学校ＰＴＡ人権教

育学級、人権教育研修会、人権教育実践研究会、企業人権教育研修会、人権に関する講

座等を実施した。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から規模を縮小し、工夫しながら事

業を実施したが、社会教育課や公民館、集会所等における人権教育事業の実施件数及び

参加者数は目標値の達成には至らなかった。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  関係機関と連携し、市民の人権尊重意識の高揚を図るとともに各種研修会への積極的

な参加を促していく。 

  また、オンラインによる研修会の実施や動画配信による情報提供について引き続き実

施していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１４ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

平和関連事業への参加者数 ４８２人  ６３７人 ５３０人 

（令和４年度までの取り組み） 

市民の平和に対する意識の高揚を図るため、社会教育課、公民館、図書館で平和関連

事業を実施し、平和に関する教育や啓発を推進した。 

 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から参加人数を制限するなど、工夫

しながら事業を実施した結果、公民館、図書館等と連携して８件の事業を実施し、６３

７名の参加者があり目標を達成することができた。 

  社会教育課    １件  ２２人 

  公民館      ７件 ６１５人（延べ人数） 

  合計       ８件 ６３７人 

 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  今後も、公民館、図書館、博物館等と連携して、若年層にも興味を持ってもらえるよ

うな企画を実施するなど、平和関連事業の拡充を図り、平和意識を次世代に引き継ぎ、

市民全体の平和に対する意識の高揚を図っていく。 

 

 

 

- 28-



 

第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１５ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

地域子ども教室への参加者数  ８，０６６人  ２，８６２人 ８，２５０人 

（令和４年度までの取り組み） 

地域で子供を育む機会として、様々な体験や交流の場となる地域子ども教室の活動を

支援するため、コーディネーターを２名配置し、活動の市内全域への拡大を進めて来た。 

 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、参加する学年や人数の制限を

設けるなど各教室とも工夫をしながら実施することができたが、目標値の達成には至ら

なかった。 

また、地域子ども教室を開設していない小学校区での教室の新設を目指し、学校、保

護者及び地域住民等が協働・連携した結果、令和５年度より教室を開設する運びとなっ

た。 

 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  各教室の運営支援を図るとともに、学校、ＰＴＡ、地域の青少年育成活動団体などと

連携し、学校教育では提供できない様々な活動に取り組めるよう努める。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表  

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１６ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

市民文化祭への参加団体数 ６４６団体 ４１６団体 ６５０団体 

（令和４年度までの取り組み） 

  芸術・文化団体等に対して、公民館などの活動の場の提供を通じて活動の拡大・促進

を図るとともに、活動の成果を発表する場としての市民文化祭への参加を促進した。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

  １０公民館、入曽地域交流センター、富士見集会所、中央図書館、市民会館の１４会

場で市民文化祭を開催した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、催

しの内容を一部制限しての実施となったため、目標の達成には至らなかったが、各会場

が工夫をしながら、市民の文化活動の促進を図ることができた。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  今後も、地域に根ざした文化の振興を図るうえで、市民の芸術・文化活動の促進及び

生涯学習活動の成果を発表する場として、市民文化祭への参加を推進していくとともに、

ポスター及びプログラム、ホームページ等、様々な媒体によるＰＲを行い、市民文化祭

の周知に努めていく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１７ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策２ 生涯学習の機会や場の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

文化財活用事業参加者の満足度 ７５．０％ ８６．７％ ８０．０％ 

（令和４年度までの取り組み） 

  文化財を活用した小学校等への出前講座や文化財展、講演会の開催や、博物館が作成

した文化財紹介動画等により、文化財愛護意識の育成を図った。 

 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

各事業後のアンケート調査の結果、社会教育課が実施した出前講座４件は、参加人数

が少なかったが満足度は１００％であった。博物館が実施した出前講座３件は、前年に

比べて「普通」の割合が多かったことから６３％にとどまったものの、博物館企画展４

件は、９１％の満足度となっており、全体の満足度は８６．７％で、目標を達成した。 

 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

文化財に対する愛護意識を育むため、小中学校への出張授業や児童生徒の文化財保護

活動参加事業などを実施し、若年層への啓発に取り組んでいく。 

  また、博物館では本市の歴史や文化の一端に触れるものや利用者の興味や関心を高め

るものなど、独自性に富んだ事業を実施するとともに、郷土の歴史についてインターネ

ット上で学べる動画を作成、配信するなど、市民ニーズに合致した学びの環境づくりに

取り組んでいく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１８ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策３ 生涯学習の成果の活用 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

（令和７年度） 

生涯学習の成果を自分以外の

ために活かしたいと思う市民

の割合 

５４．４％ アンケート未実施 ６０．０％ 

（令和４年度までの取り組み） 

  生涯学習の成果を発表することを目的とした市民文化祭の開催に加え、市民の有する

様々な知識や技能を活かした生涯学習ボランティア制度について、制度の周知及び活用の

促進を図った。 

また、地区センターやさやま市民大学などと連携して、生涯学習の学びの成果をまちづ

くりなどに活かす取り組みを促進した。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

  令和４年度はアンケート調査を実施しておらず、達成状況の把握は難しいが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止の観点から各種活動に制限があったことから、目標値の達成

は難しいものと推測される。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  引き続き、生涯学習活動団体や市民ボランティア等と連携・協働し、生涯学習で学んだ

成果を地域社会に活かせる仕組みづくりを推進するとともに、生涯学習情報コーナーやさ

やまルシェなど、いつでも、どこでも、誰もが容易に生涯学習に関する情報を得ることが

できる体制づくりに努めていく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－１９ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策３ 生涯学習の成果の活用 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

学校支援ボランティアの派遣

人数 
３１９人  １６５人 ３３５人 

（令和４年度までの取り組み） 

地域の教育力を活かして、小中学校へ学習支援などのボランティアを派遣する学校支

援ボランティアセンターの取り組みを実施した。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、思うような学習支援ができず

目標値の達成には至らなかったが、その中でも、感染症対策を行い、子どもと対面して

の支援だけでなく、別室で宿題のチェックをする等の後方支援を行い、昨年度（延べ人

数８８人）より多くのボランティア（延べ人数１６５人）を派遣し、延べ５，３４９時

間の支援を行うことができた。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

    ボランティアの登録を促進するとともに、学校と連携して引き続き学校支援ボランテ

ィアセンターの活動の充実を図る。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表  

（所管課：社会教育課） 

整理番号 Ｌ－２０ 

基本目標Ⅴ 自己を磨き社会を支える豊かな学びの振興 

施策３ 生涯学習の成果の活用 

施策の成果目標 

目 標 項 目  
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

(令和７年度) 

地域学校協働活動への参加者

数 
７３，６３２人 ５２，８５１人 ７５，０００人 

（令和４年度までの取り組み） 

全ての小・中学校に学校応援団コーディネーターを配置し、多くの保護者や地域住民

等がボランティアとして学習支援、部活動指導、環境整備、登下校の安全指導、学校と

の合同行事等多岐にわたり活動し、学校支援を行った。 

   

 

（目標値に対する達成状況） 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、例年どおりの活動ができず、

当初の目標値の達成には至らなかったが、保護者や地域住民などにより、登下校の見守

り、安全指導など、出来る範囲での活動に取り組むことができ、前年度（５２，４０３

人）より活動人数が増加した。 

  

 

（今後の取り組み予定等） 

保護者や地域住民などの多様な人材が活躍できる仕組みづくりを推進し、地域学校協

働活動がより活発になるよう支援していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：スポーツ振興課） 

整理番号 Ｌ－２1 

基本目標Ⅵ 元気な人づくりと競技力向上を支えるスポーツの振興 

施策１ 市民のスポーツ活動の促進 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

（令和７年度） 

週１回以上スポーツを実施す

る市民の割合 
３２．４％ ｱﾝｹｰﾄ未実施 ５０．０％ 

（令和４年度までの取り組み） 

誰もが気軽にスポーツを楽しむことができるスポーツ教室・行事の充実を図り、市民

が継続してスポーツに親しむことができるよう、スポーツの実施率向上に向けて取り組

んできた。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

令和４年度はアンケート調査を実施しておらず、達成状況の把握は難しいが、スポー

ツ協会との共催事業である市民ゴルフ大会やクロスカントリー大会、スポーツ推進委員

連絡協議会との共催事業であるトスベースボール大会やラケットテニス親睦大会等を２

年ぶりに開催し、スポーツに親しむ機会を提供したことにより、スポーツに対する関心

が増していると推測される。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

今後も、各種スポーツ教室・行事の充実や継続的にスポーツを実施できる環境の整備

を図るとともに、日常生活の中で手軽に行えるスポーツの紹介など SNS 等を活用した情

報を発信し、スポーツ実施率の一層の向上を図っていく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：スポーツ振興課） 

整理番号 Ｌ－２２ 

基本目標Ⅵ 元気な人づくりと競技力向上を支えるスポーツの振興 

施策１ 市民のスポーツ活動の促進 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

（令和７年度） 

スポーツ教室･行事への参加

者数 
19,874 人 10,712 人 20,700 人 

（令和４年度までの取り組み） 

  各種スポーツ教室・行事については、各教室等の終了時のアンケートなどを通じて、

市民のニーズを把握し、気軽にできるニュースポーツの普及や内容の充実を図ってきた。 

 

（目標値に対する達成状況） 

スポーツ教室は、１５種目１６教室を開催し、延べ６６５人の参加があり、行事につ

いては５事業を開催し、３１７人の参加を得た。共催事業では、市民ゴルフ大会１９６

人、クロスカントリー大会３８８人、「こころとゆめ」をつなぐふれあいチャリティーリ

レー１０５人、トスベースボール大会１８３人、ラケットテニス親睦大会４０人の参加

があった。 

また、市民総合体育館及び地域スポーツ施設を管理運営する指定管理者による自主事

業に延べ８，８１８人の参加があった。 

目標値には達していないが、今後も教室参加者のアンケートによりスポーツ種目や開

催時期、時間を市民のニーズを把握し、達成に向け検討していく。ニュースポーツの普

及については、公民館と連携したボッチャ講習会等を継続して実施していく。 

 

（今後の取り組み予定等） 

ライフスタイルや市民のニーズに応えられる教室内容の充実を図り、誰もが気軽に楽

しめるスポーツ教室の普及や行事の実施に取り組んでいく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：スポーツ振興課） 

整理番号 Ｌ－２３ 

基本目標Ⅵ 元気な人づくりと競技力向上を支えるスポーツの振興 

施策２ 競技スポーツの振興 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

（令和 7年度） 

アスリートとのスポーツイベ

ントや講演会等の参加者数 
３９７人 １，３７２人 ８００人 

（令和４年度までの取り組み） 

  プロスポーツ団体との連携協定事業や、市内外との包括的連携協定による教室開催な

ど、競技スポーツの振興と青少年のスポーツ活動の普及に取り組んできた。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

プロスポーツ団体との連携協定事業として、埼玉西武ライオンズによる「レオ・ライナ

と楽しく遊ぼう」、「ライオンズサプライズゲスト」、「ベースボールチャレンジ」、ちふれ

ASエルフェン埼玉による「サッカー教室」を開催し、７００人の参加があった。 

また、パラスポーツ体験として「あすチャレ！スクール」、「義足体験授業」を市内小中

学校で実施し、６７２人の参加があった。 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

  今後も連携協定事業やスポーツイベント、講演会等を開催し、競技スポーツに接する機

会を提供していく。 
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第３次狭山市教育振興基本計画に掲げた施策の 

成果目標の点検評価表 

（所管課：スポーツ振興課） 

整理番号 Ｌ－２４ 

基本目標Ⅵ 元気な人づくりと競技力向上を支えるスポーツの振興 

施策３ スポーツ施設の充実 

施策の成果目標 

目 標 項 目 
実績値 

（令和元年度） 
令和 4年度末数値 

目標値 

（令和７年度） 

公共スポーツ施設の利用者数 ８７９，７３３人  ９２４，１３６人 ８８０，０００人 

（令和４年度までの取り組み） 

スポーツ協会をはじめとするスポーツ・レクリエーション団体の活動、さらには、各

施設での自主事業の実施を通じて、スポーツ施設の利用の促進を図ってきた。 

 

 

（目標値に対する達成状況） 

公共スポーツ施設利用者数（屋外運動施設、市民総合体育館、地域スポーツ施設、小・

中学校開放体育館、入曽運動広場）は、924,136 人で、昨年度に比べ 103,349 人増加した。 

 

【参考】総体 205,966 人 地ｽﾎﾟ 42,266 人 開放 91,708 人 ﾌﾟｰﾙ 1,065 人 

   武道館 16,172 人 入曽運動広場 41,821 人 

屋外施設（みどり公園課）有料 242,315 人 無料 282,823 人 

 

 

（今後の取り組み予定等） 

各種スポーツ教室・行事及びスポーツ施設に関する情報提供の充実と、利用者が継続

して利用したいと思う魅力ある施設への環境整備の促進を図っていく。 
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